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新ごみ処理施設の建設について 

 

 

１．新施設の概要 

  （1）建設地【別紙１】 

     高山市三福寺町１８００番地（資源リサイクルセンター清掃工場東側） 

  (2) 処理能力（現時点における想定） 

     ９６ｔ／２４時間 （４８ｔ×２炉。災害廃棄物処理量１０％を含む） 

   (3) 完成予定 

     令和８年３月 

 

２．今後のスケジュール 

  【別紙２】のとおり 

 

３．新施設の整備方針及び今後の対応 

  (1) 検討委員会の設置 

       地元の代表者を含む市民や学識経験者による検討委員会を設置します。 

  

(2) 周辺環境への対応 

煙突の配置や高さについて配慮し、ダイオキシン類などの有害物質の排出基準

を全国の施設の中でもトップクラスの厳しい排出基準とします。  

 

(3) 熱エネルギーの効率的な利用 

       施設で発生する熱エネルギーを活用した発電などにより、地球温暖化ガスの排

出抑制に取り組みます。 

 

(4) 安全・安心な施設 

       災害発生時や停電時でも、運転が継続できる施設にします。 

 

(5) 環境監視活動 

       排ガス測定のほか、周辺大気、臭気、土壌、水質、騒音、振動などの環境監視 

活動について、きめ細かな調査と結果報告を行うとともに、国等の基準値を遵守し

ます。 

 

(6) 施設の運営方法 

        市の直営施設として適正に職員を配置し、安全稼働に努めます。 
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   (7) ごみ減量化の取り組み 

        施設へのごみの搬入量や焼却量を減らすため、様々な施策を講じて、ごみの減

量化に取り組みます。 

    

４．高山市ごみ処理施設建設検討委員会の設置 

    ごみ処理施設建設に係る基本設計の策定に、広く関係者等の意見を取り入れるため

学識経験者（技術顧問）、自然環境等に関する有識者、住民の代表、ごみ排出者の代

表等で組織する検討委員会を設置します。 

 

(1) 所掌事務 

      ごみ処理施設建設に係る重要事項の検討 

      その他委員会において、必要があると認める事項 

 

(2) 組織 

      【別紙３】のとおり 

 

(3) 検討委員会の進め方 

      【別紙４】のとおり 

 

５．平成３１年度のごみの状況報告 

   【別紙５】のとおり 
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R2.6 R2.9 R2.12 R3.3 R3.4 R3.8 R4.3 R4.4 R5.3 R5.4～R6.3 R6.4～R7.3 R7.4～R8.3 R8.4～R9.3

①基本設計

②仕様書作成及び業者選定

③プラント工事

環境影響調査 ④環境への影響分析

⑤地質調査

⑥基本設計

⑦実施設計

⑧造成工事

⑨測量

⑩用地取得

都市計画 ⑪都市計画変更

 今後のスケジュールについて

年　　　　月

年　　　　度 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

地　元

検討委員会

市　民

議　会

プラント建設

敷地造成

用地・地形

技術顧問

建
設
関
係

仕様書作成 業者選定

地元との協議（協定書の締結等） 協定書に基づいた事業の実施等

広報、市民説明会等
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基本設計

プラント工事

環境への影響分析

地質調査

基本設計

実施設計

造成工事

測量

用地取得

技術顧問による指導、助言

検討委員会の開催

協議、報告

運用開始

＊以降、必要に応じて開催

業者選定

都市計画の変更に係る手続き



 

 

 

 組 織 

委員 18名以内 

区 分 所属等 構成人数 

学識経験者 技術顧問 ２名 

有識者 
自然環境、建築、景観、余熱利用等に識見の

ある者 
４名 

住民代表 

まちづくり協議会の代表 

町内会連絡協議会の代表 

地元４町内会（三福寺町町内会、下三福寺町

町内会、有斐ケ丘町町内会、東山台町内会）

の代表 

６名 

家庭系ごみ排出者 一般市民（公募） ２名 

事業系ごみ排出者 排出事業者 ２名 

環境衛生関係 廃棄物処理関連事業者 １名 

ごみ減量化関係 ごみ減量化に関心のある団体等の代表 １名 
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検討委員会の進め方

重要項目

〇その他、基本設計にあたり、必要に応じて検討委員会に意見聴取を行う項目

　　・景観性、視認性　　　　　　　等

煙突高の設定

②焼却方式
の決定

本市の可燃ごみの特性把握

③排ガス
自主規制値
等の決定

煙突高の比較
（例として）

H= 40ｍ
H= 59ｍ
H= 80ｍ
H=100ｍ

煙突高
H=〇〇ｍ

　　・航空法上の規制への対応

　　・高さによる排ガス拡散濃度計算
　　（EX.H=40ｍ、59ｍ、80ｍ、100ｍ）

排ガス自主規制値の設定
　
　　　ダイオキシン類
　　　塩化水素
　　　窒素酸化物
　　　硫黄酸化物
　　　水銀
　　　ばいじん　　等

　
各物質の自主規制値　等

　　・周辺地域への排ガス拡散濃度計算

　　・排ガス処理設備、機械構成、安定性　等

ストーカ方式

流動床方式

ガス化溶融炉方式　等

生ごみ発酵方式

〇〇方式

焼却方式の特性比較

　　・燃焼の安定性、操作性

　　・耐久性、維持管理性

　　・CO2排出量等環境への適合性

　　・イニシャル、ランニングコスト

　　・分別方法、収集体制への影響

　　・焼却灰や残さなどの処理方法　　等

　　・プラスチックごみ混入率等の設定
96ｔ/日

（48ｔ/日×2基×24ｈ）

　　・災害廃棄物処理量の設定
　　（必要処理能力の5％～10％見込む）　等

　　　・展示、映像、体験学習機能　　等

防災機能に関すること

環境学習に関すること

　　　・耐震性能
　　　・豪雨、豪雪対策
　　　・避難所機能　　　　等

　委員会は、下記の重要項目による開催のほか、先進地視察などを含め、１０回程度の開催を予定
　委員会での協議内容等については、随時議会に協議、報告するとともに市民に対して情報提供等を行う。

事務局による検討 協議内容 協議結果

①施設規模
の決定

（日処理量）
将来のごみ発生量の予測 〇〇ｔ/日

　　・人口、事業所数、観光客数等の予測
86ｔ/日

（43ｔ/日×2基×24ｈ）
　（◇◇ｔ/日×2基×24ｈ）

　　・ごみ減量化目標の設定 ～

施設運営に関すること

　　　・動線計画
　　　・渋滞、交通事故対策
　　　・作業性　　　　　　等

建物意匠等に関すること

　　　・建物構造
　　　・高さ、幅、形状、色彩、仕上げ　　等

エネルギー利用方針に関すること

　　　・地球温暖化対策への取組み
　　　・発電能力及び使用可能量
　　　・エネルギーの利用先
　　　（パッカー車、道路融雪、蒸気供給等）　等

比較表の作成

比較表の作成

適正規模の提示

（例として）
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自主規制値の提示



年度別廃棄物収集・搬入量 人口は各年10月1日現在の住民基本台帳によるものです 単位：ｔ

⑥ ⑦ ⑧ ⑨＝ ⑩ ⑪＝

⑥+⑦+⑧ ⑨＋⑩

① ② ③
⑤

① ②+③ ④ ①～⑤

0.5% 3.8% 3.0% △18.0% △0.7% △2.1% △0.8% △0.9% △2.9% △1.3% △1.5% △10.9% △1.9% △1.0% △4.2% △5.7% 1.3% 6.5% △9.1% △0.4%

H22 94,017 13,539 1,597 68 1,122 292 643 700 276 985 19,222 9,335 5,065 33,622 1,274 34,896 22,657 3,724 3,450 395 49 80 531

2.2% 0.9% △4.4% △2.0% △0.7% △3.0% △0.9% 1.4% 2.3% △3.0% 1.0% △6.8% 0.7% 2.0% 1.1% △2.7% 2.0% 0.0% △1.3% 1.7%

H23 93,666 13,832 1,611 65 1,100 290 624 694 294 981 19,491 9,549 4,915 33,955 1,188 35,143 23,106 3,764 3,358 403 49 79 540

1.1% △1.7% 12.3% △2.6% △8.3% △2.9% △1.3% 0.8% △1.9% 2.3% 0.3% △14.1% △0.2% 0.2% △0.7% △6.2% 2.2% 0.0% △2.5% 1.1%

H24 92,987 13,989 1,583 73 1,071 266 606 685 270 1,109 19,652 9,366 5,028 34,046 1,021 35,067 23,152 3,737 3,150 412 49 77 546

0.2% 1.3% 20.5% △3.2% △4.1% △2.5% △2.0% 0.5% 0.5% △4.7% △0.3% △0.5% △0.3% △0.1% 6.4% △2.4% 1.0% 2.0% △1.3% 0.5%

H25 92,328 14,021 1,604 88 1,037 255 591 671 224 1,263 19,754 9,413 4,792 33,959 1,016 34,975 23,134 3,976 3,073 416 50 76 549

△0.8% △6.9% △18.2% △5.5% △7.1% △5.2% △2.8% 15.4% △1.2% △3.3% 8.2% 23.0% 8.6% △0.3% 81.7% △0.0% 0.0% △6.0% △3.9% △1.3%

H26 91,729 13,913 1,494 72 980 237 560 652 240 4,656 22,804 9,298 4,632 36,734 1,250 37,984 23,055 7,225 3,072 416 47 73 542

0.5% 6.2% 11.1% 1.8% △4.6% △2.0% △0.3% △12.6% 5.8% △1.1% △6.5% △8.9% △6.6% 2.1% △40.4% △0.2% 1.0% 6.4% 0.0% 1.5%

H27 90,904 13,978 1,586 80 998 226 549 650 234 1,627 19,928 9,840 4,580 34,348 1,139 35,487 23,536 4,306 3,065 420 50 73 550

△0.6% △9.1% △8.8% △0.3% 1.8% △4.9% △1.2% △1.8% △2.7% △4.1% △2.4% △27.5% △3.2% △1.2% △13.1% △3.0% 0.7% △8.0% 0.0% △0.4%

H28 90,077 13,892 1,441 73 995 230 522 642 230 1,546 19,571 9,574 4,394 33,539 826 34,365 23,259 3,740 2,972 423 46 73 548

0.1% 1.5% 11.0% 1.2% 2.2% △1.5% △1.2% 0.7% 1.2% △5.1% 0.1% 14.8% 0.5% 1.0% 2.8% 1.0% 0.9% 2.2% 0.0% 1.1%

H29 89,328 13,912 1,462 81 1,007 235 514 634 215 1,655 19,715 9,688 4,169 33,572 948 34,520 23,503 3,845 3,003 427 47 73 554

△1.4% 1.9% 7.4% △2.5% △5.5% △2.7% 2.1% 3.7% △0.1% 3.1% 2.5% 6.8% 2.6% △1.7% 29.7% 1.2% △0.7% 4.3% 0.0% △0.5%

H30 88,655 13,715 1,490 87 982 222 500 647 191 2,606 20,440 9,680 4,299 34,419 1,012 35,431 23,107 4,987 3,038 424 49 73 551

4.4% △1.3% △5.7% △2.7% △2.3% △2.8% 0.0% △1.3% 0.9% △2.6% △0.8% △10.2% △1.1% 2.6% △17.1% △1.1% 5.2% △2.0% △1.4% 4.0%

H31 87,740 14,315 1,470 82 955 217 486 647 220 1,785 20,177 9,770 4,186 34,133 909 35,042 23,717 4,135 3,004 446 48 72 573

※2段書き上段は対前年度増減率
※②欄には、ステーション回収した小型家電を含みます（H26～）
※⑧欄には、民間施設搬入分を含みます

全体
総合計

産業
廃棄物紙製

容器

埋立焼却

Ⅴ　各種統計表

缶

家庭系
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廃棄物

その他
搬入分
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ごみ

不燃
ごみ

びん・
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
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廃棄物
合計

年度
処理
人口

市　　　　収　　　　集　　　　分

④資源ごみ
土砂・
河川
ごみ等

粗大
ごみ

可燃
ごみﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

製容器

事業系
一般
廃棄物

１人１日家庭ごみ排出量(g/人・日）処理の内訳

不燃
ごみ

資源
ごみ資源化

拠点集
積所及
び集団
資源回
収
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